















ている発電所は、長さ 25m直径 17mの水中プロペラ 4基を、水深 120mに対応するスパ
ー型の浮体にとりつけたものを 1台の発電機（出力 2000kw）とし、この発電機を 20台
設置することで 40万 kw級の発電を行う。
　この発電方法は海流の速度が大きなところが望ましい。日本はもともと島国であり、排























































































































初期運転 NO NO 中／低




設置 NO NO 中／中
初期運転 NO NO 中／中
運転 NO NO 中／中
3．発電タービンはネズミイルカをスト
ラングフォード湾から移動させたか？
設置 NO YES 高
初期運転 NO NO 高




設置 NO YES 高
初期運転 NO NO 高




設置 NA NA NA
初期運転 NO NA 高




設置 NA NA NA
初期運転 NO NA 高
運転 NO NA 高














設置 NO NO 高
初期運転 NO NO 高



















もとに出力 1200kW、設備利用率 12％、稼働年数は 25年と仮定する。
（1）建設費
　資料より出力 1kWにつき設置工事費用は 35万～ 55万円である。出力 1200kwの場合、
設置費は 4.2億～ 6.6億円、設備の廃棄費用 5％を考慮した合計は 4.2億～ 6.6億×1.05＝













設置 NO NO 中
初期運転 NO YES 中




設置 NO NO 中
初期運転 NO YES 中




















　こちらも資料を参考に出力 120万 kw、設備利用率 70％、稼働年数 60年と仮定する。
（1）建設費
　資料より、1kwあたりの設置費用は 35万円であるので、設置費は 35万円×120万＝
420億円となる。また、資料より廃棄処理費用は出力 120万 kwの場合 680億円となり、































　資料を参考に出力 15万 kw、設備利用率 30％、稼働年数 20年と仮定する。
（1）建設費
　資料より、1kwあたりの設置費用は 28～ 70万円であるので、設置費は 424.5～ 1050
億円となる。また廃棄処理費用は設置費の 5％なので、4424.5～ 1050億×1.05＝45.725～








424.5～ 1050億円×14/1000÷3.888億 kwh＝1.52～ 3.78円/kwh
となる。また、諸費は建設費の 0.6％／年なので、
 207海流発電の可能性と漁業補償




















（円/kwh） 太陽光発電 原子力発電 洋上風力発電 海流発電
出力 1200kw 120万 kw 15万 kw 2000kw
建設費（設備の廃棄費用
を含む）
13.98～ 21.98 0.24 5.73～ 14.21
運転維持費
人件費 2.37 0.55 1.52～ 3.78
修繕費 5.59～ 8.37
諸費 0.65～ 1.62





年間発電量（kwh） 126.144万 725760万 38880万































































































ヘクタール（第 1期工事）、公共用地として約 30ヘクタール（第 2期工事、のち前島計画 123
ヘクタールに吸収）の海を埋め立てるための事業で、漁業権消滅にたいする補償として常滑市
内の 4漁協に計 27億円を支払う契約をしました。






































諫早湾干拓事業 12漁協 243.5億円 15,598,975 15,040,000 4,086,957





66億円 14,347,826 40,220,000 10,260,204










Rubinsteinの alternating offers model （Rubinstein, 1982）がある。以下では、このモデル
を修正したものとその結果を紹介する。モデルはMuthoo （1999）の第 5章に紹介されて
いるアウトサイド・オプション付きの交渉ゲームである。




して xAを提示する（したがって Bへの補償額は p－xAとなる）。この提示を Bが受け入
れれば交渉成立となって Bは p－xAを受け取り、Aは xAを得ることになる。もし Bが拒
否すると、Bには二つの選択がある。一つめは交渉を打ち切ることである。この場合、B
は wBを受け取る。もう一つの選択は Aに補償額を提案することである。その補償額を xB
であらわす。つまり Bは Aの pに対する取り分として p－xBを提案する。この提案に対
して Aがそれを受け入れればゲームは終わる。このとき、Aと Bがそれぞれ得る取り分



















　命題 （Muthoo, 1999, Proposition 5.1）











mBp 　if　 wA dAmAp and wB dBmBp
dAwB＋（1－dA）p　if　 wA dA（p－wB） and wB＞dBmBp
p－wA 　if　 wA＞dAmAp and wB dB（p－wA）
p－wA 　if　wA＞dA（p－wB） and wB＞dB（p－wA） 
　また Bが再提案する場合は、x＊Bを提案する。
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